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とっとり県議会だより

平
井
県
政
５
期
目
の
基
本
姿
勢

問
５
期
目
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

ち
、
こ
の
４
年
間
へ
の
意
気
込
み
は
。

答
世
界
情
勢
の
危
機
は
民
主
主
義
を

脅
か
し
、
物
価
高
な
ど
産
業
や
雇
用
、

地
域
の
暮
ら
し
に
も
影
響
し
て
い
る
。

感
染
症
を
克
服
し
て
き
た
実
績
を
踏
ま

え
て
、
小
さ
い
鳥
取
県
だ
か
ら
こ
そ
世

の
中
を
変
え
る
先
遣
隊
と
し
て
力
を
発

揮
し
た
い
。
大
阪
・
関
西
万
博
や
山
陰

道
が
一
本
で
繋
が
る
機
会
を
生
か
し
て

ふ
る
さ
と
を
創
っ
て
い
く
局
面
で
、
若

い
世
代
が
輝
き
子
ど
も
た
ち
が
未
来
に

希
望
が
持
て
る
よ
う
、
豊
か
な
絆
や
自

然
と
と
も
に
ゆ
っ
た
り
生
き
る
幸
せ
や

喜
び
を
得
ら
れ
る
新
し
い
時
代
へ
踏
み

出
し
て
い
く
。
大
き
な
夢
を
持
っ
て
新

た
な
心
で
挑
戦
を
遂
げ
て
い
く
決
意
。

斉
木
　
正
一 

議
員

選
挙
区

 

米
子
市

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

問
県
内
の
住
宅
耐
震
改
修
に
向
け
て

計
画
で
は
令
和
12
年
目
標
ま
で
残
り

15
％
だ
が
、
い
か
に
進
め
る
の
か
。

答
海
外
の
地
震
被
害
を
見
て
も
免
震

対
策
・
耐
震
化
率
引
き
上
げ
は
非
常
に

重
要
で
、
建
築
士
会
等
と
の
協
働
や
健

康
省
エ
ネ
住
宅
の
補
助
金
活
用
と
併
せ

た
働
き
か
け
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
全
国
的
に
出
生
数
が
減
少
す
る

中
、
本
県
で
は
昨
年
増
加
に
転
じ
た
も

の
の
12
年
前
と
の
比
較
で
は
１
千
人
も

減
り
、
少
子
化
対
策
は
喫
緊
の
課
題
。

答
県
内
全
市
町
村
の
小
児
医
療
費
の

完
全
無
償
化
に
つ
い
て
合
意
を
得
た
ほ

か
、
保
育
の
負
担
軽
減
や
保
育
士
の
養

成
、
産
後
ケ
ア
や
不
妊
治
療
を
推
進
す

る
。
出
会
い
の
場
が
な
い
と
の
声
も
多

く
カ
ッ
プ
ル
倍
増
作
戦
に
取
り
組
む
な

ど
「
シ
ン
・
子
育
て
王
国
プ
ラ
ン
」
を

年
度
内
に
取
り
ま
と
め
た
い
。

問
食
料
安
全
保
障
の
確
立
に
向
け
消

費
需
要
を
喚
起
す
る
川
下
政
策
で
生
産

拡
大
を
図
る
べ
き
。

答
国
民
の
食
料
確
保
の
た
め
政
府
が

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正

に
向
け
て
議
論
す
る
中
、
本
県
で
は

７
０
０
億
円
台
ま
で
低
迷
す
る
農
業
生

産
の
引
き
上
げ
を
図
る
よ
う
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
や
市
町
村
等
と
「
食
パ
ラ
ダ
イ

ス
（
※
）」
を
テ
ー
マ
に
協
議
組
織
を

立
ち
上
げ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
ス
マ
ー
ト
農

業
導
入
に
よ
る
生
産
拡
大
や
、
東
京
や

関
西
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
フ
の
協
力
を
仰
ぎ

県
産
品
の
評
価
を
上
げ
て
付
加
価
値
を

高
め
る
な
ど
、
国
内
外
の
販
路
開
拓
に

努
め
る
。

問
中
海
大
山
圏
域
全
体
の
振
興
を
図

る
上
で
も
米
子
～
境
港
間
の
道
路
整
備

に
つ
い
て
、
進
捗
と
今
後
は
。

答
米
子
～
米
子
北
間
の
平
成
18
年
の

事
業
凍
結
後
、
局
面
打
開
に
向
け
県
議

会
で
は
議
員
連
盟
が
設
立
さ
れ
た
。
こ

う
し
た
活
動
を
踏
ま
え
国
の
令
和
５
年

度
予
算
概
要
に
初
め
て
「
米
子
～
境
港

の
機
能
軸
」
の
課
題
整
理
が
記
載
さ
れ

た
。
県
と
し
て
も
更
に
後
押
し
す
る
。

問
人
口
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
県
民
一

人
一
人
の
希
望
が
叶
え
ら
れ
る
環
境
を

整
え
、
明
る
い
未
来
を
展
望
で
き
る
活

力
あ
る
郷
土
づ
く
り
が
必
要
。
そ
の
理

念
を
県
政
の
羅
針
盤
で
あ
る
総
合
戦
略

に
埋
め
込
み
、
県
民
皆
が
活
躍
で
き
る

県
政
の
推
進
を
図
る
べ
き
。

答
新
た
な
挑
戦
が
求
め
ら
れ
る
時
代

で
あ
り
、
市
町
村
や
諸
団
体
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
戦
略
改
定
に
取
り
組
み
、

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
の
実
効

あ
る
推
進
と
地
方
創
生
を
図
り
た
い
。

問
ス
ー
パ
ー
撤
退
に
伴
う
買
物
環
境

の
危
機
な
ど
中
山
間
地
域
の
暮
ら
し
に

く
さ
を
解
消
し
生
活
機
能
を
自
律
的
に

維
持
す
る
た
め
の
方
策
は
。

答
買
物
環
境
確
保
は
地
域
の
課
題
と

い
う
側
面
が
強
く
、
移
動
販
売
の
取
組

や
町
が
店
舗
を
取
得
し
て
地
元
が
運
営

す
る
形
態
な
ど
、
県
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
の
実
情
に
合
わ
せ
た
計
画
に

対
し
て
応
援
し
て
い
く
。
交
通
や
医
療

も
経
営
が
難
し
く
な
る
中
で
地
域
の
新

し
い
ス
タ
イ
ル
を
創
る
転
換
期
に
来
て

い
る
。
中
山
間
地
域
振
興
の
組
織
を
立

ち
上
げ
一
元
的
に
対
応
し
た
い
。

問
犯
罪
被
害
者
の
精
神
的
・
経
済
的

負
担
に
対
す
る
支
援
体
制
構
築
に
行
政

と
し
て
さ
ら
に
積
極
的
な
関
与
を
。

答
政
府
は
犯
罪
被
害
者
支
援
に
向
け

た
組
織
を
設
置
し
本
格
的
な
支
援
の
検

討
を
進
め
る
。
県
で
も
警
察
の
初
動
対

応
や
そ
の
後
の
寄
り
添
い
、
福
祉
や
教

育
、
医
療
と
の
連
携
を
含
め
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
型
の
対
応
に
向
け
て
踏
み
込
ん

で
丁
寧
に
議
論
し
た
い
。

子
育
て
推
進
施
策
の
充
実
・
深
化

農
業
生
産
一
千
億
円
達
成
目
標

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

県
民
総
活
躍
社
会
の
構
築
戦
略

犯
罪
被
害
者
に
寄
り
添
う
取
組

災
害
に
強
い
住
宅
耐
震
化
政
策

中
山
間
地
域
の
生
活
機
能
維
持

（※）食パラダイス… 本県では今年度から「食のみやこ鳥取県」から「食パラダイス鳥取県」にステージアップし県特産品の新たなブランド
戦略を進めている。
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果


